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筆者らは1967年以来4年間にわたり，北海道の日高地
区において住民の栄養摂取量と体格について謂査し，と
くに中学生についてはその耐寒性をもあわせて検討して
来た。この地区にはアイヌ系住民が多数居住しているが，
内地の調査成績にくらべて栄養摂取盆も体格もやや劣り
なかでもアイヌ系住民は献立内容が栄養上劣ることを知
った。しかし，ア イヌ系特有の献立はみられず体格にも
持徴をみ出さなかったり。また中学生では，内地の中学
生に較べると栄養摂取盆は勿論，皮脂厚も大きく下廻り，
耐寒性も一般的には劣っていた。アイヌ系中学生は同一
地区に居住する和人の中学生にくらべて耐寒性はやや優
れ，皮脂厚は薄い2)。
今回は1971年 7月，北海道の胆振支庁U地区において
中学生を対象とし，その栄養摂取量と共に体格や耐寒性
の調査を行なった成績を報告する。
またこの調査成績より ，摂取栄養素登と耐寒性，ある
いはタンパク栄養価の表示法の相互関係等を検討した。
I 調査方法
1 調査地区:今固め地区は先に行なった調変地区112)
が海岸線より10kmないし20km内陸に入ったところであっ
たのと異なり，.夏期ほ海水浴場として賑わい，日常は半
農半漁の生活を営なみ，先の調室地区より一般に経済的
に恵まれているように見受けられた。人口は約3万であ
る。
2 対象 :表1の通り中学生2年および3年生計男子30
名，女子26名を対象とした。その内にアイヌ系中学生は
それぞれ6名を含んでいた。
3 体位計測:身長および体重は昼食前に測定したが，
体重は中学校のパネ秤を用い，既知の重量を戴せて補正
した。皮脂厚は栄研式皮脂厚計を用い， Skerlj 3) にな
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表 1 対象人員
性 学 平日 人 アイヌ系
別 年 平均年令 人 数 平均年令 人 数
2年 13.6 14 13.6 3 
男
3年 14.2 10 14.2 3 
子
言十 13.9 24 13.9 6 
2年 13.6 15 13.6 3 
女
3年 14.3 5 14.1 3 
子
百十 13.8 20 13.9 6 
らって10点を計測した。
4 耐寒性測定 :耐寒性は寒冷血管反応による抗凍傷指
数により41測定した。寒冷血管反応は午後3時より5時まで
の問に実施した。測定は，銅線とコンスタンタン線で自
作した熱電対を，右手中指背の第1関節，爪床昔日に耐水
テープで貼付 した。この状態で被検者を10分ない し20分
間椅子に腰掛けさせ，中指背皮膚温を測定しながら十分
室混に馴れたことをたしかめ， ついで絶えず撹持してい
る氷水中に中指のみを根元まで浸し，中指背皮膚温の変
化を30分にわたり測定した。測定1;1:，熱電対の電位差の
変化を， EIKOの mlcropyrometerで測り，あ らかじめ
作成した検量線より温度に換算した。抗凍傷指数の採点
は吉村の法4) によった。なお~i昆が20'C を越えた場合は
補正4)した。
5 栄墾f裏取量 :対象生徒の各家庭に 1kg秤i.t可能のパ
ネ秤を与え， さらにがI以って調査の主旨，方法をよく教
えて生徒各自で自分の摂取食餌を実i.HI)させ.その翌朝，
各自で記裁したものを登校と同時に提出させた。ここで
その内容を点検し，不審な点l主生徒を呼び出してi明いた
だし，生徒の記憶の残っている問に記戴されたものを食
品材料として定室化できるようにした。この調査を3日
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ないし4日間続け.これの平均値をその生徒の食餌摂取 用いた。またアミノ酸1;1:日本食品アミノ酸組成表(1966) 
皐とした。栄養素の算出には三2丁目本食品標準成分表を を用いて算出した。
表2 f事{立
皮脂厚(蜘)
例 数 年 令
身長 体重 ローレル
(cm) (kg) 指数 10点部位 4点、部位
平 均 計
和 人
13.9 156.4 45.9 119 7.3 27.9 
24 
土 0.3 土 7.8 :t 7.7 土 10 土 1.5 士 7.6男
アイヌ系 6 
13.9 154.6 43.0 115 6.1 22.2 
子 土 0.3 土 7.1 :t 7.5 土 9 土 0.9 士 4.9
全国* 13.5 152.9 43.4 121 
和 人
13.8 154.4 46.5 126 12.3 54.4 
20 
土 0.4 土 4.7 土 6.5 土 16 :t 3.5 土19.8女
アイヌ系
13.9 152.8 45.7 128 11.6 49.7 
6 
土 0.3 :t 4.1 :t 4.9 :1 12 土 2.1 :t12.5 子 ・
全国* 13.5 150.5 44.0 129 
注土S.D. 
命全国平均値l主昭和46年度国民栄養調査による。
E 成績および考察
1.体格 :対象生徒を表2に示した。この地区の生徒l主
同年令の全国平幼よりやや大きい身長，体重を示してい
る。 なおアイヌ系の中学生は岡地区の和人にくらべ，や
や体絡が劣る傾向を示した。皮脂厚の10点平均値l主.男
子より女子別手く，和人とアイヌ系とでは著明な差を示
さないが和人でやや大きい傾向がみられる。皮脂l平のう
ちょ腕，背，胴および腹部の4点合計は，ローレル指数
と高い相関を示す5)ことを既に報告した。図1に男女別
‘ . '" ，. 
事基
‘-・・
γ・.o.n
E ・ ・.・II .I' ~>>".U
2・
I 1- '41.車'- I I ，.t l- '" A. 
"“ ，. s> 
:t ぷ:マ~
，. 
骨量
'‘_2:' 
y. ..." ，.・.Itま...，.ぜ.
4・. 
.・
師"・"・，，.'. ~ Iω メい ー ~仇。.ν 脚帽 .. 
直J1. ø ・ ..v 柑訟を良暗号 (L成・官ー 鯛・瓜ft.H•ft)
( 2 ) 
に全測定例を両者の相関図で示した。男子は相関係数 r
=+0.55で，回帰直線は，皮脂厚(y )ー 0.42xロー レル
指数 (X)-22.85.女子では rー+0.73，y -0.89X-
59.25で，いずれも1%の危険率で有意の相関関係があ
った。ただ図によると男女とも， アイヌ系の生徒はいず
れもほとんど回帰直線より下に位遣し，和人にくらべ，
同じローレル指数でも皮脂厚は一般に務いことを示して
いた。これは前報2)の成綴とも一致する。
2.娘取栄建秦畳:摂取栄養素量は表3および表4に示
した。表4ではその体格の要求する栄養素S誌を昭和44年
度決定の栄養所要盆算出方式で求め，これに対する充足
度を%で示した。表4にみられる通り.摂取量の所要量
に対する割合1;:.ビタミンCおよび男子の鉄の摂取を除
いては，いずれも 100%を大きく下廻っていた。熱量の
領取震は男子で約10%の不足であったが.女子では20%
ないし25%不足していた。タンパク質ではさらに不足が
著しく，とく にアイヌ系では男女とも約28%の不足を示
した。他の栄繁繁の摂取;肢も.アイ ヌ系は和人にくらべ
て不足の程度がやや大きい。しかし，タ ンパク質のうち
動物性の占める割合は，表3にみられるように34%ない
し43%で，これは先に報告した1)2) 日高地区の成績より
優れ，全国平均よりむしろ優れていた。またこの値は本
地区における和人とアイヌ系にも著日月な差lまなく ，これ
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表3 栄養摂取盆
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例 年 P事鼠 タンパク賞 P.5. C.5. ~li dn 
'* 令 CaJ. 
事基 S量 動物性 ~I :1il限
人乳f彊 第 1制限 m卵価 ;;1制限 総It民1.oc.1.(g) (%) アミノ厳 7ミノ厳 7ミノ厳 (g) /ac.1. 
'‘ 合a 含量産
相
13.9 2.349 75.7 42.3 78.9 86.2 トリプト 69.0 55.5 20.1 
男 入 24 土 0.3 7ミJ俊 アミノ般土 456 :t 14.7 :t 13.8 土 5.2 土 2.9 ファン 土 3.9 :t21.2 土 5.7
子 アイヌ系 6 I 13.9 2.261 64.7 35.5 81.5 合硫 84 .7 トリプト 72.5 含磁t 45.6 17.5 
土 0.3 土 473 土19.7 土10.6 土 4.8 アミノ依 土 4.4 ファン 士 4.8 アミノ酸 士18.6 土 6.9
利
13.8 1.964 ω.0 34.5 79.5 会縫 84.1 トリプト 71.4 会it 42.2 18.2 
女 人 20 土11.5 土 4.3 7ミノ鍛 土 3.7 7ミノ厳土 0.4 土 404 土14.7 土 5.0 77ン 土13.3 士 4.3
子 アイヌ系 6 I 13.9 1.798 56.5 43.4 82.8 トリプト 85.5 トリプト 72.0 含号車 21.8 10.6 
土 0.3 土 162 土10.6 :t 9.4 土 2.8 ファン 土 3.1 ファン 土 2.4 アミノ酸 :t11.0 土 5.5
注)士5.0..P.S. Protein Score. C.S. Chemical Score. 
例 生手 カル 鉄 ピ 9 、‘ ン
シウム A効力 B. B. C o: 令 (時) {略} J.U. (略) {喝} (時)
和
13.9 546 13.9 1.552 0.76 1.01 91 
~ 人 24 土 0.3 土 437 土2.凶8 土0.21 土 67土 5.9 土0.50
子 アイヌ系 6 I 13.9 415 12.1 1.012 0.66 0.82 66 
土 0.3 土 242 土 4.4 土 659 土0.21 土0.31 土 39
初
13.8 385 11.0 762 0.64 0.69 80 
女 人 20 土0.18土 0.4 土 143 土 2.3 土 520 土0.25 土 49
子 アイヌ系
13.9 236 8.9 5∞ 0.47 0.57 57 6 
土 0.3 土 58 :t1.3 土 96 土0.09 土0.1 土 39
.4 栄養摂取量の所要1誌に対する比率 (%) 
例 年 事足
タン，f ピ タ 、‘ . ノ
/}"， 
o: 令 』量 シウム 鉄 A効力 B. 7 $t J.U. B. C 
男 剥l 人 24 13.9 89.9 81.2 60.6 15.6 77.6 64.6 77.0 181 
子 アイヌ系 6 13.9 89.9 72.1 46.1 100.8 50.6 58.2 65.6 139 
女 相 人 24 13.8 ωo 74.7 42.8 73.6 38.1 57.8 56.4 157 
子 アイヌ系 6 13.9 75.0 72.6 26.3 59.4 25.0 43.8 47.3 114 
注)所要量は昭和44(f.決定の栄袋所要.Ii算出方式により個人絡に算出。
lま必須アミノ般の配合よりみたプロテインスコアでも.
ケ ミカルスコアの人乳価，定j卵{蘭のいずれよりみてもねl
人とアイヌ系の娯取タ ンパクの問に符にuの点では差を
認めなかった。脂肪の摂取量はアイ ヌ系の女子が少なか
ったが，他l主練耳u草熱量の17%ないし20%を占めていた。
個々の献立を検討したが，動物性が多くまた脂肪が多い
といわれるアイヌ民族特有の献立は全くみられず.また
このI也方独得のものもみられなかった。
( 3 ) 
以上の成績より，一般にほとんどすべでの栄養素の摂
取底が所要此より少なかったのは，絢査の時期が7月で，
b[1羽の食欲の低下する時期であったためかとも思われる。
ただ.このI場合もアイヌ系生徒の授取貨が和人より劣っ
ているのは.先の調査I)%)においてみられた成績と同じ
傾向であったが，今回は.炭取タ ンパクの貨が.初人も
アイヌ系も同じであった点が異なる。これはこの地区が
海伴線にあり.また{也の地区にくらべ経済的にやや恵ま
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表5 寒冷血管反応
地域 性別 1寺矧 種 例数
M.S.T1) T.F.R2) T.T.R3) 
抗凍傷指数人
℃ ℃ filn. 
5.1 1.5 5.9 6.2 
アイヌ系 6 
1971 土 2.3 土 0.3 :t 0.8 土 1.0
北海道 男
7 4.4 1.4 7.4 5.7 
和 人 24 ， 
土 0.6 土 1.0 土 1.5 土 1.5
子
1970 5.0 0.7 6.9 5.9 
大 阪 和 人 17 
8 土 2.1 土 0.8 土 2.2 土 1.4
5.0 1.4 7.2 6.3 
アイヌ系 6 
1971 :t 1.1 土 1.6 士 1.5 土 0.8
北海道 女
7 6.1 1.9 6.7 6.6 
和 人 20 
土 2.1 土 1.7 土 1.4 土 1.2
子
1970 5.5 0.8 6.8 5.9 
大 阪 和 人 27 
8 土 1.9 土 1.0 土 1.8 土 1.3
注 土S.D. 
1 ) Mean skin temperature 
2) Temperature of first rise after immersion. 
3) Time for first temperature rise after immersion. 
れているため，動物性食品の入手が容易であったためで
あろう。
3.耐寒性:つぎに対象生徒の耐寒性を寒冷血管反応に
よって検討した。表5に，同じく夏期にほぼ同じ年令の
大阪近郊で測定した中学生の成績をあわせて示した。抗
凍傷指数は男女とも，各群の間に有意な差を認めなかっ
た。伊蕗ら的7)t;I:アイヌ入は耐寒性か鳴く.また内地人
より北海道に永〈住んでいる人の方が耐寒性が強いと述
べている。筆者らの成績ではいずれも差を認めなかった
が，アイヌ系として集計したのはいくらか和人との混血
があり.純粋のアイヌ人は少なく ，また例ti:も少なかっ
たために差が証明できなかったのであろう。また，耐寒
性は摂取タ ンパク怠に影響される引といわれるが.国民
栄養調査によれば大阪地区 (7大都市)のタンパク摂取
表6 各極因子の相関性 (組関係数)
男子 (24名)
抗凍傷指数 1.00 
ローレル指数 0.29 1.00 
皮脂厚 (Total) 0.09 0.57本東 1.00 
H旨 。方 0.29 0.03 0.19 1.00 
タンパク質 0.32 0.48** 0.24 0.19 1.00 
統凍傷指数 ローレル指数 皮脂厚 (Total) 』旨 防 タ ンパ ク質 l
女子 (20名)
抗凍傷指数 1.00 
ロー レル指数 0.18 1.∞ 
皮脂厚 (Total) 0.26 0.78本* 1.ω 
8:; 肪 -0.19 o.∞ -0.09 1.00 
タンパク質 -0.18 0.17 -0.05 0.61 ** 1.00 
抗凍傷指数 ローレ ル指歓 皮脂厚 (Total) 目旨 紡 タン パク 質 j
i主 **pく0.01
( 4 ) 
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盆は町村のそれより多く引，これが，温度環境の差より
強〈影響したため大阪地区の生徒の抗・凍傷指数と北海道
の和人のそれと差を認めなかったものと恩われる。
4.領取食餌・(タンパク質.指紡).体位(ローレj!"指数，
皮.)および抗凍傷指数の相互関係:以上の成績のうち，
タンパク質摂取政，脂肪摂取五it，10点平均皮脂l亨，ロー
レル指数および抗凍傷指数について.府l人のみにつき，
男女別に相互の相関関係を翻べた。表6に相互の相関係
教をまとめた。男女とも皮脂厚はローレル指数との問に
高い相関関係を示すが，抗凍傷指数と有窓会相聞を示す
ものは認められなL、。たど男子て¥祭取タンパク盆主脂
肪1i1:.はやや高い正の相関係数を示すが.女子ではほとん
ど相関はなく，計算上はむしろ負の係数を示していた。
すなわち，対象生徒の侠取しているタンパク:li1や脂肪1ま
では.抗凍I指数に影響を与えないものと思われる。
5.タンパク貨の栄養価表示法 :今回行なった食節調査
のうち男子24名，女子20名の倶取タンパクg，動物性タ
ンパク質の金タンパク't'tに対する割合， プロテインスコ
アおよびケ ミカルスコアの内人乳価と鶴卵価を 1日毎に
個人の成績をすべて集計し.男女別に，これらのタンパ
ク貨の栄養価表示法の相互関係を倹討した。日本食品の
アミノ酸分析表を用いるぬ合，表7に示された相関係数
よりすれば，動物性タンパク賓の総タンパク質に対する
割合は，ケミカルスコアの人乳価およびプロテインスコ
.7 タンパクiI{に関する栄養価表示法の組問性(相関係数)
男子 (72例)
タ ンパク質 1.00 
動物性タンパヲ比 0.37** 1.00 
P. S -0.07 0.45 * * 
c. s. (入乳価) 0.23 * 0.44 ** 
c. s. (鎗卵価) -0.13 0.22 
タンパク質 動物性ヲンパク比
女子 (56例)
タンパク~ 1.00 
動物性タンパク比 0.30* 1.00 
P. s. 0.04 0.29* 
c. s. (入手L価) 0.01 0.62** 
c. s. (~~"f百) 0.04 0.22 
タ ンパ ク質 動物性タンパク比
i:t) * P<0.05 
**Pく0.01
アと有意な相闘があり，一方プロテインスコアはケミカ
ルスコアの建卵僚と高い相関関係がみられた。しかし男
子例，女子例を通じての有意な相関は.f也の表示法相互
にはみられなかった。表3にみられる通り，プロテイン
スコアやケミカルスコアの練準偏差が小さく，そのため
狭い範囲での変動の間にIj:必ずしも高い相関を認めない
という結果になったのであろう。今回のこの地区での調
査では，摂取されるタンパクの貨は，このような質の表
示法ではあまり巾を示さず.単に大まかにタンパク栄養
価のレベルを示すにすぎないものと考えられる。
( 5 ) 
1.00 
0.21 1.00 
0.80** 0.17 1.00 
P.s. c. s. (人乳価) c. s. (酬価)I 
1.00 
0.31 * 1.∞ 
0.67** 0.14 1.∞ 
P. s. c. s.(人乳価) c. s. (制師)I 
要 約
1971年7月，北海道のU地区において男女中学生56名
につき栄養調査と耐寒性の測定を1'fなった。その結果
1 .上腕.背，胴および腹部皮脂j写の合計はローレル
指数と高い相関を示したが，男女ともアイヌ系の生徒は
皮脂l平が樽い傾向を示した。
2. 栄養摂取1誌は男女ともに所~.hlより少なかったが，
一般にアイヌ系生徒は和人より撲取量が少ない。しかし
摂取タンパク質の質Ij:両者に差を認めなかった。
3 抗凍I~t旨数(j:，和人，アイヌ系ともに大阪近郊の
中学生と比較し，持に後れるということはなかった。ま
た抗凍傷指数に彩特を与える因子を検討したが I切らか
-6- 食物学
にすることはできなかった。
4.タンパク質の栄餐価表示法について検討した。
附 記
この研究はInternationalBiological Program のJapan
S民 tionに属するJHAの研究の一環として行なわれた。文
書事省符定研究生物園の動態のうちのアイヌ系住民の適応、
能 (Hf長渡辺佐武郎札幌医科大学学長)より研究費の一
郎が賄われた。この調査には当地区の教育委員会をはじ
め多くの方々の御援助を戴いた。また調査には本学学生
の三瓶，城山， 三浦および竹川の緒娘の協力を得た。あ
わせて厚く御礼申し上げる。
なお本論文の一部は昭和47年.日本栄養・食糧学会第
1回近畿支部大会で報告した。
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Summary 
The survey of the nutrition status and the cold tolerance was carried out at the Iburi district in Hokkaido on the 
junior high sch問 1students on July 1971 
The results obtained were as follows: 
1 . The skin-hold thickness had high correlation with the Rohrer's i吋ex加 dw踊 thinnerin the Ainu group than the 
ordinary Japanese group. 
2. The f()刈 intake per day of the st吋ents，百戸ciallythe Ainu students. in this area of Hokkaido were less than the 
recommended allowances of these ages. The quality of protein taken， however， was almost same in bo山 groups.
3 . The anti-frost-index from the cold vasodilatation reaction in both groups was almost臼 meas that of the students 
IVho live at Osaka area. The factors effected to the anti-frost-index were discussed. 
4 . The method of expression of the nutrition value for protein was discussed. 
( 6 ) 
